
土地改良施設 「耐震設計の手引き」（平成１６年３月版）の正誤内容 （第７８巻第１１号掲載の訂正版）

（平成２２年９月分）

ページ・行 誤 正
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表‐７．５．１

［変更なし］表‐７．５．１ 液状化が発生する

構 造 区 分 地中構造物 地上構造物

構 造 種 別 パイプライン ため池・調整池

重 要 度 B種、C種 A種 B種、C種 A種

目標とする構造物
の耐震性能

設定しない
対策工の評価はし
ない

設定しない
対策工の評価を行
う

耐震設計で考慮す
る地震動

液状化を考慮した
耐震設計を行わな
い

レベル１
液状化を考慮した
耐震設計を行わな
い

レベル１

液状化対策

液状化の判定

・材料の強度、ね
ばりの最大等

対策工による処理

・曲がり管、スラ
ストブロックに
おける対策工

・管周囲の液状化
抑止

・カウンターウエ
イト

・トレンチ（粘土
などの止水トレ
ンチにより、液
状化部、変位拘
束、トレンチの
強度期待）等

液状化の判定法

安定性の確認
・静的計算

FL値法を流用し
た有効応力法に
よる安定計算

・動的応答解析
（液状化シミュ
レーション）

・エンドクロニッ
ク理論

・マルチスプリン
グモデル等

対策工による処理

B種、C種と同じ
対策工

備 考 A種以外 A種以外
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表‐７．５．１

地盤を考慮した耐震設計方針 地盤を考慮した耐震設計方針

基 礎 基 礎

杭基礎（橋梁、ポンプ場、頭首工） 杭基礎（橋梁、ポンプ場、頭首工）

C種
ポンプ場 橋梁、頭首工

C種
ポンプ場 橋梁、頭首工

B種 AA種 B種 AA種 B種 AA種 B種 AA種

設定しない 健全性を損なわない
限定された損傷に
とどめる

健全性を損なわない
限定された損傷に
とどめる

設定しない 健全性を損なわない
限定された損傷に
とどめる

健全性を損なわない
限定された損傷に
とどめる

液状化を考慮し
た耐震設計を
行わない

レベル１
レベル２

（タイプⅠ）
レベル１

レベル２
�
�
�
タイプⅠ
タイプⅡ

�
�
�

液状化を考慮し
た耐震設計を
行わない

レベル１
レベル２

（タイプⅠ）
レベル１

レベル２
�
�
�
タイプⅠ
タイプⅡ

�
�
�

①各構造物に対応す
るレベル２地震動
に土質定数の低減
係数を乗じて減少
させた地震力を用
いる。

②震度法
（許容応力度法）

①各構造物に対応
するレベル２地
震動を用いる。

②地震時保有水平
耐力法

N 値２５以下を対
象とする。

①各構造物に対応す
るレベル２地震動
に土質定数の低減
係数を乗じて減少
させた地震力を用
いる。

②震度法
（許容応力度法）

①各構造物に対応
するレベル２地
震動を用いる。

②地震時保有水平
耐力法

N 値２５以下を対
象とする。

①表‐４．２．１２に準じ
て、低減させた土
質定数を用いる。
こ こ で、FL値

（液状化に対する
抵抗率）は、道路
橋示方書�）に準じ
て、レベル２地震
動に対して求めた
値とする。

②震度法
（許容応力度法）

①表‐４．２．１２に準
じて、低減させ
た土質定数を用
いる。

②地震時保有水平
耐力法

①表‐４．２．１２に準じ
て、低減させた土
質定数を用いる。
こ こ で、FL値

（液状化に対する
抵抗率）は、道路
橋示方書�）に準じ
て、レベル２地震
動に対して求めた
値とする。

②震度法
（許容応力度法）

①表．４．２．１２に準
じて、低減させ
た土質定数を用
いる。

②地震時保有水平
耐力法

１）道路橋示方書�）で
は、液状化判定はレ
ベル２地震動に対し
て行うものとしてい
ることから、土質定
数の低減係数はレベ
ル２地震動に対して
求めた FL値をもと
に設定している。
２）震度法に用いる設
計水平震度は、各構
造物に対応するレベ
ル１地震動を用い
る。

１）道路橋示方書�）で
は、液状化判定はレ
ベル２地震動に対し
て行うものとしてい
ることから、土質定
数の低減係数はレベ
ル２地震動に対して
求めた FL値をもと
に設定している。
２）震度法に用いる設
計水平震度は、各構
造物に対応するレベ
ル１地震動を用い
る。
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